



















ﾌ視点 ⑫腎生検／PTA／シャント手術数 12／25／25 13／36／7
⑬冠動脈造影／PTCA／PMI数75／15／12 59／8／7
平成19年度のBSC達成度においては、予想以上の結果を得ることができた。
それぞれの項目について概説する。
①財務の視点に関しては、院長就任以来、過去最高の利益を達成した。医療業界が、混迷を深める中、これだ
　けの実績を残せたのは、職員相互の力によるものが大きかったとあらためて感謝したい。一般病棟のベッド稼
　働率は75．8％と昨年（72．3％）より増加しておりく5階病棟を除く）、9・7階病棟の4ベッドを5階（障害
　者病棟）に移動して効率化を図ったのが、効を奏したものと思われる。ベッド稼働率については、今年度診療
　報酬の改訂もあり、今後抜本的な対策が必要になると思われるが、それについては今年度の事業計画案の中で
　詳述する。血液透析患者数も予想通りの伸びを見せてくれた。今年度からは、在室透析も開始し、より医療の
　幅を拡大する予定である。
②　顧客の視点では、診療報酬改定に依存しない収益源として昨年よりドック業務を開始したが、血管ドックは
　年間92名、人間ドックは144名と順調に増加している。特に人問ドックは昨年の6倍に成長しており、広報活
　動の充実とともに、今後が期待される。患者満足度調査を行ったところ、待ち時間が普通より短いと答えた患
　者さんは、診察までの時間で78％、会計までの時間で86％であった。内容の詳細についての分析は、本年報の
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基本問題検討委員会の報告を参照してもらいたい。その結果を踏まえて、より一層の患者満足を得るため、完
全予約制に本年6月から移行する予定である。また、病院専用駐車場は患者さんに非常に好評であった。外来
カウンターの新設や一階ロビーの24時間監視カメラの設置、一階冷暖房装置の新設なども患者アメニティーの
向上に役立っものと思われる。平成19年度は特に環境整備として、医療機器の整備に重点を置いた。心臓エコー
やCR装置を新規に購入した。職員満足度調査では、設備・施設環境の項目が再び5．0をきったため、二次ア
ンケートを行った（結果については、基本問題検討委員会報告のなかで詳述する）。特に問題とされたのは、
売店のアクセスの悪さであった。この点を踏まえて、今年度中に売店の移設・新装を行う予定である。ただ、
設備・施設環境についての職員の意見も、基本的なものから売店などの周囲環境へ注目が移ってきているのは
好ましい状況と思われる。
③　内部プロセスの視点では、平均在院日数が3月に急増して、各医師に入退院の増加をお願いするという非常
　事態があった。入退院数は、一日平均5．75人で、在院日数除外患者が13名程度、平均在院日数で17．6日が現在
　の当院の実力と思われる。今年度より、障害者病棟を一般病棟化するにあたり、当然、データ／病床比は低く、
　DPCにはそぐわない体制であり、むしろ亜急性期病床を有効利用すべきと思われる。この点については、今
　年度事業内容の中で詳しく述べる。職員自主参加型の活動としてQC活動を行っているが、平成19年度も多く
　の参加があった。参加数の増加だけではなく、各チームの内容が充実してきており、病院機能の向上に役立っ
　ていると痛感した。
④　学習・成長の視点では、本年度はソフト、特にイントラの充実に力を注いだ。システム開発部を独立させて、
　入退院管理を自前のソフトで運用し始めたのは大きな進歩である。CTに続いてCR、シネもPACS運用可
　能となり、外来予約ソフトも完成した。採血検査の結果も病棟で表示可能となり、本年度中に検査予約のソフ
　トを作成する予定である。
　　また、検査や手術件数も予定通りに進み、各医師の診療も忙しくなっている。今年度より医師事務業務補助
　者を医局に常駐してもらい、書類作成などの業務を補助してもらう体制とした。
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